
令和5 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校
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1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

データを問題の発
見･解決に活用す
る為に、データを
収集、整理、分析
する一連のデータ
処理の流れ及び、
データの特徴を示
す指標と、その評
価について理解し
ている。

データの傾向に関
して評価するため
に、客観的な指標
を基に判断し、自
身の考えを基にし
た適切な解釈を行
うことができる。

問題の発見･解決
にデータを活用す
るために、適切な
データの選択や、
分析の仕方、解釈
の仕方について、
試行錯誤を通じて
改善しようとしてい
る。

望ましい情報社会
の構築

情報技術が人や社会に及ぼ
す影響について理解できるよ
うにする。

情報デザインの考
え方を理解し、デ
ザインの方法を身
に付け、コンテンツ
制作の一連の過
程について理解し
ている。

目的や受け手の
状況に応じた情報
デザインを考え、コ
ンテンツの設計、
制作、実行、評
価、改善ができ
る。

データを整理、変換する必要
性及び、基本的な分析及び可
視化の方法を理解する。

情報通信とネット
ワークとデータの活
用

コンテンツの制作･
評価･改善

製作した作品を統合し、作品
の改善について具体的な方法
を考える事を通して、コンテン
ツの改善に努め、作品の自己
評価や相互評価を行う。

モデル化とシミュ
レーション

モデルの意味や種類を理解
するとともに、状態をモデル化
して表現する方法を身に付け
られるようにする。

定期考査
実習･観察
小テスト
レポート
などにより評価する。

データの活用

コンピュータとプログ
ラミング

アルゴリズムとプロ
グラミング

アルゴリズムをフローチャート
で表現し、関数及び配列にお
いても理解し、身の回りの簡単
な問題についてコンピュータを
活用する。

情報社会の問題解
決

情報を活用した問
題を発見し・解決
する方法

情報社会の問題点を考え表
現することを通して、問題を発
見、解決するために何が必要
かを考え、問題の明確化を行
うことができるようにする。

コミュニケーションと
情報デザイン

情報デザイン グラフィックソフト等でコンテン
ツを作成することを通じて、情
報デザインの考え方を理解
し、その方法を身に付けられる
ようにする。

情報やメディアの
特性を踏まえ、情
報と情報技術を活
用して問題を発
見･解決する方法
を身に付け、情報
に関する法律や制
度、情報セキュリ
ティの重要性、情
報社会における個
人の責任及び情
報モラルについて
理解している。

情報社会における
個人の責任

情報に関する法･制度、情報
セキュリティの重要性を、情報
技術の発達と社会の影響の側
面から科学的にとらえ考察で
きるようにする。

以上の観点をふまえ、

協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

アルゴリズムをフ
ローチャートやアク
ティビティ図等で
表現する力を身に
付け、シュミレー
ションを通してモ
デルを評価し改善
する方法について
理解している。

プログラミングによ
りコンピュータや情
報通信ネットワーク
を活用し、その過
程を評価し改善す
ることができる。

問題の発見･解決
にコンピュータを
積極的に活用とし
ている。

目的や状況に応じ
て、情報と情報技
術を適切かつ効果
的に活用して問題
を発見･解決する
方法について考
え、情報と情報技
術の適切かつ効
果的な活用と望ま
しい情報社会の構
築について考察し
ている。

情報社会の問題
を発見することを
通じて、より広く深
い学びに取り組
み、情報と情報技
術を適切かつ効果
的に活用しようとし
ている。

コミュニケーション
の目的や伝える情
報を明確にしようと
粘り強く取り組もう
としている。

担
当
者
か
ら

授業では主にパソコンを使用し、活用能力を養う。
教科書の内容を中心に、身近な内容・最新の情報を取り入れる。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

評価方法

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。

「育成を目指す資質・能力」の８つの観点で学習の状況を総合的に評価します。
定期考査の成績、課題やレポート、小テスト等への取り組み状況、授業への参加態度などから総合的に評価します。

必修科目 １年

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。

情 報 科
教科 科目 単位数 種別 年次

学
習
方
法

授業では主にパソコンを使用し、活用能力を養う。

教科書の内容を中心に、身近な内容・最新の情報を取り入れる。

使用教科書 最新情報Ⅰ（実教出版） 担当者

学
習
目
標

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を通して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適
切かつ効果的に活用し、情報社会に主体的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

情報 情報Ⅰ 2
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4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

商業 簿記 4 選択科目

学
習
方
法

教科書・問題集を中心に、簿記に関する基礎知識と技術を習得する。

家庭学習を重視し、多くの問題に取り組む。反復学習。

使用教科書 簿記（東京法令出版） 担当者

学
習
目
標

商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、ビジネスを通じ、地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人
として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

商 業 科
教科 科目 単位数 種別 年次

評価方法

２年

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。

会計帳簿 主要簿と補助簿、企業の分課
制度や内部統制システムと会
計帳簿について理解する。

担
当
者
か
ら

　教科書と併用される問題集にも丹念に予習・復習していきましょう。特に間違えたところは、原因を究明する態度を身につけることが大切です。
　計算道具として電卓を使用します。購入に関しては担当教諭の指示を聞いてからにしてください。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

簿記の原理 簿記の概要 簿記の目的・歴史・種類・記帳
について理解する。基本的概
念、財務諸表の役割・構造に
ついて理解する。

簿記一巡の手続 取引から決算に至る一巡の基
本手続きについて理解する。
取引の概念、仕訳・記帳・作表
等について理解する。

取引の記帳につい
て自ら学び、適正
な会計帳簿の作成
に主体的かつ協働
的に取り組むこと
ができる。

取引を記録するこ
とと決算の意義に
ついて理解し、企
業活動の展開と関
連づけて見いだす
ことができる。

簿記の原理につい
て自ら学び、適正
な取引の記録と記
録の効果的な活用
に主体的かつ協働
的に取り組むこと
ができる。

以上の観点をふまえ、

協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

　定期考査の成績、授業内小テスト、学習プリントの整理や提出、学習活動への参加や資格取得への積極的な取組、授業態度や課題提出などについて、8つの観
点に基づき総合的に評価します。

本支店会計に関す
る取引の記帳と財
務諸表の合併の方
法の妥当性と実務
における課題を見
いだし、科学的根
拠に基づいて課題
に対応している。

本支店会計につい
て自ら学び、適正
な本店・支店間取
引と支店間取引の
記録及び財務諸
表の合併に主体的
かつ協働的に取り
組むことができる。

定期考査
小テスト
問題への取り組み
課題提出
などにより評価する。

財務諸表の合併 支店会計が独立している場合
の本店と支店における決算手
続きの流れ及び内部利益を含
まない合併財務諸表の作成方
法を理解している。

債権・債務と有価
証券

簿記の原理につい
て理解するととも
に、関連する技術
を身につけてい
る。

取引の記帳法の妥
当性と実務におけ
る課題を見いだ
し、科学的な根拠
に基づいて課題に
対応している。

現金と預金

本支店会計 本店・支店間取引
と支店間取引

支店会計が独立している場合
の本店と支店における取引及
び支店間の取引を理解してい
る。

財務諸表作成の基
礎

貸借対照表・損益計算書の作
成方法及び精算表の作成方
法を理解している。

本支店会計につい
て実務と理論を関
連づけて理解する
とともに、関連する
技術を身につけて
いる。

決算 決算整理 決算整理事項の適切な処理、
記帳法を理解している。

取引の記帳につい
て理論と実務とを
関連づけて理解す
るとともに、関連す
る技術を身につけ
ている。

商品の仕入れと売上、返品と
値引きなど、商品売買に関する
取引の記帳法を理解している。

固定資産 固定資産の概念と種類、取得
と売却の記帳法を理解してい
る。

債権・債務の意味、手形の種
類や記帳法、株式・公社債・有
価証券の取得と売却の記帳法
等を理解している。

商品売買

個人企業の純資産
と税

個人企業の純資産を増加・減
少させる取引、税の概念及び
記帳法を理解している。

記帳の効率化

決算について理論
と実務とを関連づ
けて理解するととも
に、関連する技術
を身につけてい
る。

決算について自ら
学び、適正な決算
処理と財務諸表の
作成に主体的かつ
協働的に取り組む
ことができる。

決算の方法の妥当
性と実務における
課題を見いだし、
科学的な根拠に基
づいて課題に対応
している。

現金の入金・出金、過不足、小
口現金、当座預金・当座借越
の記帳法を理解する。

取引の記帳

販売費と一般管理
費

販売費と一般管理費の概念と
種類、取得と売却の記帳法を
理解している。

記帳の効率化につ
いて理論と実務を
関連づけて理解す
るとともに、関連す
る技術を身につけ
ている。

記帳の効率化の方
法の妥当性と実務
における課題を見
いだし、科学的な
根拠に基づいて課
題に対応してい
る。

記帳の効率化につ
いて自ら学び、伝
票の利用と会計ソ
フトウェアの効果的
な活用に主体的か
つ協働的に取り組
むことができる。

伝票の利用

会計ソフトウェアの
活用

各種伝票の起票・集計・転記の
方法を理解している。

会計ソフトウェアを活用すること
の利点及び効率的な取引の記
録と財務諸表の作成について
の基礎的な活用方法を理解し
ている。



令和 5 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

ビジネスにおける
統計や情報発信の
方法、伝えたいこと
を表現する方法を
身に付けている。

ビジネスにおける
情報の表現及び方
法を、ソフトウェア
を活用し表現する
方法を見いだして
いる。

ビジネスにおける
モデル化、シミュ
レーション等の技
法を用いて、主体
的かつ協働的に取
り組もうとしている。

企業のおける情報
デザインについて
理解しているととも
に、関連する技術
を身に付けてい
る。

企業における情報
デザインの意義と
課題について、企
業活動と関連づけ
て見いだしている。

企業における情報
デザインについて
自ら学び、情報の
適切な表現と活用
に主体的かつ協働
的に取り組もうとし
ている。

コンピュータの基
本的な機能と構
成、情報セキュリ
ティーを確保するこ
との重要性を理解
するとともに、関連
する技術を身に付
けている。

情報発信すること
の重要性、情報の
信頼性を見極める
方法について、セ
キュリティーと関連
づけて見いだして
いる。

情報社会の参画者
として、自ら学び、
情報取扱者として
の適切な表現と活
用に主体的かつ協
働的に取り組もうと
している。

文章の表現、ビジ
ネス文書の種類や
作成に関する知
識、技術を身に付
けている。

文書作成における
適切な情報発信の
方法、組織の一員
としての役割を見
いだしている。

ビジネス文書作成
における適切な情
報発信に主体的か
つ協働的に取り組
もうとしている。

伝えたい内容を簡素にわかり
やすく表現するとともに、適切
な敬語を用いる方法を理解す
る。

ビジネスと統計 統計的手法などを用いてビジ
ネスに関する情報を分析するこ
との重要性を理解する。

情報通信ネット
ワークの活用

ウェブページを活用してビジネ
スに関する情報を検索･収集す
る方法、電子メールを活用して
ビジネスに関する情報を受信･
発信する方法を理解する。

ビジネス文書の作成 文章の表現

コミュニケーション
と情報デザイン

情報をわかりやすく伝達するた
めに必要な情報デザインの重
要性、文字、図形、音声などの
特性を理解し、図解表現の効
果的な方法を理解する。

情報モラル 情報技術の進歩や情報が社会
で果たす役割と社会に及ぼす
影響、情報に対する個人と企
業の責任の違いを理解し、法
規及び情報の漏洩や著作権
等侵害など具体的な例を提示
し理解する。

情報セキュリティの
確保と法規

情報セキュリティを確保すること
の重要性、個人情報の漏洩、
不正アクセスやウイルス等の感
染による被害を具体的な事例
と関連づけて理解する。

情報通信ネット
ワークの仕組みと
構成

基本的な情報通信ネットワーク
を構成するハードウェアとソフト
ウェア、ＬＡＮの基本的な仕組
み、クライアントサーバシステム
などのＬＡＮの構成、インター
ネットの基本的な仕組みにつ
いて理解する。

定期考査
小テスト
実習･観察
レポート・課題
などにより評価する。

表･グラフの作成と
情報の分析

情報の傾向、特徴などを読み
取り、適切な表の形態とグラフ
の種類･形態を検討し、表現す
る方法を理解する。

問題の発見と解決
の方法

事象をモデル化し、シミュレー
ションを行う基本的な技法及び
アルゴリズムを考案し、プログラ
ムとして表現する方法を理解す
る。

情報の集計と分析

企業活動と情報処
理

情報処理の重要性 企業においてコンピュータ活用
することの重要性及びビジネス
に関する情報を収集･処理･分
析して表現することの重要性を
理解する。

コンピュータシステム
と情報通信ネット
ワーク

コンピュータシステ
ムの概要

コンピュータの基本的な機能と
構成、コンピュータ内部におけ
るデータの表現及びコンピュー
タ内部でデータが処理される
仕組みについて理解する。

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。

担
当
者
か
ら

提出物は必ず期限までに提出しましょう。
パソコン室へは、チャイムが鳴る前に移動し、パソコンを起動させ席に着いていること。遅刻の場合は必ず理由をつたえましょう。
パソコンの設定を勝手に変更してはいけません。またいかなる場合でもパソコン室での飲食は認めません。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

評価方法

以上の観点をふまえ、

協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

「育成を目指す資質・能力」の８つの観点で学習の状況を総合的に評価します。
定期考査の成績、課題やレポート、小テスト等への取り組み状況、授業への参加態度などから総合的に評価します。

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。

商業 情報処理 2 選択科目 ２年

学
習
方
法

教科書を中心に、情報をビジネスに活用する知識を身に付ける。

パソコン実習からアプリケーションソフトウェアや情報通信ネットワークを活用するための技術を身に付ける。

使用教科書 最新情報処理　Advanced Computing（実教出版） 担当者

学
習
目
標

商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、ビジネスを通じ、地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人
として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

商 業 科
教科 科目 単位数 種別 年次



12 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

ビジネスにおける
プレゼンテーション

報告、解説、提案など目的に
応じたプレゼンテーションの方
法の違いについて理解する。

プレゼンテーション プレゼンテーション
の技法

趣旨を正確、簡素に伝える話
の構成、プレゼンテーションに
おける図形、静止画、動画、ア
ニメーションの効果的な利用方
法について理解する。

文章の表現、ビジ
ネス文書の種類や
作成に関する知
識、技術を身に付
けている。

文書作成における
適切な情報発信の
方法、組織の一員
としての役割を見
いだしている。

ビジネス文書作成
における適切な情
報発信に主体的か
つ協働的に取り組
もうとしている。

プレゼンテーション
に関する知識、技
術を基盤として、プ
レゼンテーションに
対する要求などに
基づいた適切な情
報発信する技術を
身に付けている。

プレゼンテーション
における適切な情
報伝達するために
必要な知識･技術
の必要性を見いだ
している。

プレゼンテーション
における情報伝達
者としての役割を
理解し、主体的か
つ協働的に取り組
もうとしている。

ビジネス文書の種
類と作成

ビジネス文書の種類、依頼･挨
拶･礼状等の構成について理
解する。



令和 5 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

問題の取組・課題提出

企業の形態や経営組織に関心を持ち学ぼうとしているか。

資金の調達・企業が納める税について、その仕組みを考えることができるか。資金調達

雇用

学習内容

ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報の入手のしかた

小ﾃｽﾄ

商業の学習ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 年4回の定期考査

商業の学習分野と職業

単元（題材）の評価規準大単元

以上の観点をふまえ、

　定期考査の成績、授業内での小テスト、学習プリントの整理や提出、学習活動への参加、資格取得への積極的な取組などについて、8つの観点に基づき総
合的に評価する。

商業・ﾋﾞｼﾞﾈｽに関心を持っているか。

商業を学ぶことの大切さを理解しているか。

商業を学ぶ目的と学び方

自己理解
社会貢献（社会参画）

社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。
多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。
課題解決に向け、主体的に追究することができる。
課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。
地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

重点評価事項(資質・能力)

基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。
課題解決能力
情報活用能力
自己表現力

主体性
協働性

ﾋﾞｼﾞﾈｽ計算の基本的な知識を身につけたか。

経済と流通の基礎

複利計算・複利年金計算

経済の基礎

電子商取引と代金決済

ﾋﾞｼﾞﾈｽ計算の基礎

演習問題 検定問題

流通活動とﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

ﾋﾞｼﾞﾈｽの担当者

企業活動と税

企業の形態と経営組織

流通の意義と役割

我が国の雇用の特徴について理解することができるか。

検定試験に積極的に取り組んでいるか。

売買業者のﾋﾞｼﾞﾈｽ

経済を取り巻く環境の変化などに気づき取り組むことができるか。

様々な業者の役割やﾋﾞｼﾞﾈｽについて関心を持ち学ぼうとしているか。

ﾋﾞｼﾞﾈｽに関する基礎を身につけ、意義を理解しているか。

ﾋﾞｼﾞﾈｽの発展

電卓の各種機能を利用し計算に取り組むことができるか。

ﾋﾞｼﾞﾈｽと経済の関係や役割に関心を持っているか。

企業活動の基礎

ﾋﾞｼﾞﾈｽに対する心構え

良好な人間関係とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰについて興味を持ち自ら積極的に行おうとしているか。

入手した情報の信憑性について判断することができるか。

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの重要性について理解しているか。

売買取引の方法

ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報を活用する方法

売買取引の手順について基礎的、基本的な知識を身につけたか。

代金決済における支払用具の意味や合理性について考えられすか。代金決済の方法

育成を目指す資質・能力の評価内容

ﾋﾞｼﾞﾈｽと売買取引

ﾋﾞｼﾞﾈｽとｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

学
習
方
法

3 選択科目

月

学
習
評
価

担当者

３年

使用教科書

教科 科目

ビジネス基礎

種別 年次単位数

学
習
目
標

ビジネス基礎　新訂版（東京法令出版）

評価方法単元（題材）

担
当
者
か
ら

　ビジネス計算では、電卓を使用します。購入に関しては担当教諭の指示を聞いてからにしてください。
　検定試験に取り組みます。1級3種目以上取得すると、特別表彰の対象となります。

商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、ビジネスを通じ、地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う
職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

教科書を中心に、ビジネスに関する基礎的な知識を理解させる。

ビジネス計算の基礎知識を理解させる。　計算道具は電卓を使用する。

育成を目指す資質・能力

商 業 科

商業



令和 5 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ プレゼンテーションソフトウェアの特徴と基本機能について理解しているか。

ビジネス文書に興味を持ち学ぼうとしているか。

正確でわかりやすい文書の要件について理解しているか。

様々な操作方法を理解し、文書作成に役立てることができるか。

画像の取り込み、補正、画像効果、合成などの編集ができるか。

文書情報の役割について理解しているか。

効果的なプレゼンテーションについて興味を持ち積極的に学ぼうとしているか。

提出物

プレゼンテーションの基礎 目的に応じたストーリーの展開や資料の作成、話し方などについて考察できるか。

プレゼンテーションソフトウェアを利用して、わかりやすい資料を作成できるか。

セキュリティの管理

基本的な関数

種類と概要

ビジネス文書の構成

学習内容

インターネットのモラルとマナー

実習態度

ビジネスと情報 取り組み

ビジネスとコンピュータ

単元（題材）の評価規準大単元

以上の観点をふまえ、

「育成を目指す資質・能力」の８つの観点で学習の状況を総合的に評価します。
定期考査の成績、課題やレポート、小テスト等への取り組み状況、授業への参加態度などから総合的に評価します。

情報に関心を持ち積極的に活用するための意欲が見られるか。

ハードやソフトウェアに興味を持ち、その仕組みを学ぼうとしているか。

情報の活用と情報モラル 情報の意義と役割

自己理解
社会貢献（社会参画）

社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。
多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。
課題解決に向け、主体的に追究することができる。
課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。
地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

重点評価事項(資質・能力)

基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。
課題解決能力
情報活用能力
自己表現力

主体性
協働性

プレゼンテーション

ビジネス文書の作成

ビジネス情報の処理と分析

ビジネスと統計

統計的推測と技法

統計の基礎

ビジネス文書の役割ビジネス文書と表現

基本的なグラフの作成

データの整列

データの検索・抽出

グラフの作成

情報通信ネットワークの構成

インターネットのしくみ

ソフトウェア

情報通信ネットワークの役割

その他の関数

よく使う関数

添付ファイルの活用

ビジネスにおける表計算ソフトウェアの活用

データの入力と計算式の設定

セキュリティ管理の重要性

情報通信ネットワークとセキュリティ管理

ウェブページの活用

関数を利用した表の作成

基本的な表の作成

表計算ソフト並びにワークシートの構成や機能を理解しているか。

関数の書式や機能を理解しているか。

取り組み

提出物

定期考査

実習態度

表計算ソフトウェアに関心を持ち積極的に活用しようと工夫しているか。

データを目的に応じた形で取り出すための手法を習得しようとしているか。

問題を分析し、表の形式や関数を選択して問題解決へと繋げることが出来るか。

グラフを読んでその意味を理解できるか。

データの入力やワークシートの編集などの基本操作ができるか。

関数を利用した表を作成でき、目的に応じたグラフを作成できるか。

電子メールの活用

電子メールを送受信するときの注意点や危険性を理解しているか。ビジネス情報の検索と収集 ウェブページの検索

情報通信ネットワークの概要 ネットワークやインターネットに興味を持ち積極的に学び活用しようとしているか。

収集した情報の価値や正確性について正しく判断できるか。

IDやパスワードの管理など個人レベルでのセキュリティ管理できているか。

定期考査

セキュリティ管理の基礎

ビジネス情報の受信と発信

定期考査

情報システム

情報セキュリティに関する法規とモラル

提出物

情報社会の一員として、モラルやマナーに関する正しい知識を持ち判断できるか。

ソフトウェアの起動・終了やウインドウの操作、印刷などの基本操作ができるか。

コンピュータ本体や代表的な周辺装置の概要を理解しているか。

取り組み

実習態度

知的財産の保護

個人情報の保護

ハードウェア

育成を目指す資質・能力の評価内容

ハードウェアとソフトウェア

情報モラル

学
習
方
法

4 選択科目

月

学
習
評
価

担当者

３年

使用教科書

教科 科目

情報処理

種別 年次単位数

プレゼンテーションの演習

ワープロを利用した文書の作成

学
習
目
標

情報処理　新訂版（実教出版）

評価方法単元（題材）

担
当
者
か
ら

提出物は必ず期限までに提出しましょう。
パソコン室へは、チャイムが鳴る前に移動し、パソコンを起動させ席に着いていること。遅刻の場合は必ず理由をつたえましょう。
パソコンの設定を勝手に変更してはいけません。またいかなる場合でもパソコン室での飲食は認めません。

商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、ビジネスを通じ、地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う
職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

図形や画像の役割

画像の活用

ワープロの操作と入力方法

その他の機能

プレゼンテーションの意義と必要性

取り組み

定期考査

実習態度

実習態度

ビジネスとプレゼンテーション

社内文書

提出物

取り組み

プレゼンテーションソフトウェアの利用

プレゼンテーションの技法

表計算とグラフを含んだ文書の作成

社外文書

表現力に富んだ報告書の作成

応用文書の作成 表計算を含んだ文書の作成

基本文書の作成

情報の整列・検索・抽出

教科書を中心に、情報をビジネスに活用する知識を身に付ける。

パソコン実習からアプリケーションソフトウェアや情報通信ネットワークを活用するための技術を身に付ける。

育成を目指す資質・能力

商 業 科

図形と画像の活用 提出物

定期考査

商業



令和 5 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

課題提出

学習内容

基本文書の作成2 実習態度

実習態度

情報モラル 取り組み

情報モラル2

単元（題材）の評価規準大単元

以上の観点をふまえ、

「育成を目指す資質・能力」の８つの観点で学習の状況を総合的に評価します。
定期考査の成績、課題やレポート、小テスト等への取り組み状況、授業への参加態度などから総合的に評価します。

情報化が社会に与える影響に関心を持ち、知識を身に付けようとしているか。

モラルやマナーに関する正しい知識と判断に基づいた行動ができるか。

情報モラル1

自己理解
社会貢献（社会参画）

社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。
多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。
課題解決に向け、主体的に追究することができる。
課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。
地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

重点評価事項(資質・能力)

基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。
課題解決能力
情報活用能力
自己表現力

主体性
協働性

目的に応じた表・グラフを判断し作成できるか。

プレゼンテーション

情報の整列・検索・抽出

プレゼンテーション1

グラフの作成1

グラフの作成2

プレゼンテーション3

統合的活用

目的に応じたストーリーの展開や資料の作成を考えることができるか。

わかりやすい資料を作成することができるか。

目的に応じ各種アプリケーションソフトウェアを統合的に活用することができる。

プレゼンテーション2

表計算ソフトの各種機能を使いデータの加工ができるか。

統計の目的や活用方法を理解しているか。

プレゼンテーションの方法に興味を持っているか。

実習態度

アプリケーションソフトウェアの統合的活用

課題提出

課題提出

取り組み

情報モラル3

基本文書の作成1

実習態度

取り組み

情報化社会の危険性や問題点について理解しているか。

様々な文書の作成に興味を持ち、積極的に作成しようとしているか。

目的に合った文書公正を判断することができるか。

ワープロソフトウェアの各種機能を使い文書作成ができるか。

課題提出

取り組み

応用文書の作成2

課題提出応用文書の作成１

各種文書の構成を理解しているか。

表計算ソフトの関数を利用した計算に興味を持っているか。関数を利用した表の作成

育成を目指す資質・能力の評価内容

表計算ソフトウェアの活用

ビジネス文書の作成

学
習
方
法

2 選択科目

月

学
習
評
価

担当者

３年

使用教科書

教科 科目

ビジネスアプリケーション

種別 年次単位数

学
習
目
標

なし

評価方法単元（題材）

担
当
者
か
ら

提出物は必ず期限までに提出しましょう。
パソコン室へは、チャイムが鳴る前に移動し、パソコンを起動させ席に着いていること。遅刻の場合は必ず理由をつたえましょう。
パソコンの設定を勝手に変更してはいけません。またいかなる場合でもパソコン室での飲食は認めません。

商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、ビジネスを通じ、地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う
職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

アプリケーションソウトウェアの活用に関する知識と技術を習得し、情報を効果的に処理することの重要性について理解する。

ビジネスの諸活動においてエンドユーザーの役割を理解し、基礎的な能力と態度を身につける。また、資格取得をとおして将来の自分を見据える。

育成を目指す資質・能力

商 業 科

商業


